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おしらせ  

変革に備えを 千野直一 

平成28年7月31日    共催：杏林大学 

 第17回基礎編 220名 第8回応用編107名  

平成28年８月21日 会場：北里大学相模原キャンパス 

 第18回基礎編 350名 

平成28年11月6日 

 第19回基礎編 259名 共催：埼玉医科大学 

平成28年12月11日(日） 共催：杏林大学 

 第20回基礎編 162名 第9回応用編102名 
次回は平成29年7月2日(日） 開催 （基礎編・応用編） 

国際学会  The International Society for Quality in Health Care(ISQua), Oct.16-19, 2016, Tokyo 

 Hospital Based Ambulance Accelerates “Cyclic Type Medical Welfare System” and“ Integrated Community Care System”.  

Seki Y, Suzuki K, Ando T, Mashiko K  Language Support System for People from Overseas in National Center for Global 

Health and Medicine Hospital. Fujie S, Arai M, Seki Y, Mashiko K 

学会 
第5３回 日本リハビリテーション医学会 （201６年６月9日-11日 京都） 

11題（当法人関連） 足関節痙縮測定装置（E-SAM）に関する多施設共同研究(千野）、脊椎圧迫骨折に対するバルーン椎体形成

術(BKP)術後ADLの特徴（今村）、脳卒中患者における位置覚障害の定量的評価（大高）、頭部外傷後の回復期リハビリテーションの

転院搬送時に椎体骨折を生じた症例（橋出）、通所サービス利用者の生活空間レベルに関連する因子の検討(荒尾)、東京都病院

協会による回復期リハ病院機能クリニカル・インディケーターの報告（石濱）、肺炎患者における早期介入がリハビリテーション実施率

に及ぼす影響について（井出）、心不全増悪による再入院例における当院心臓リハビリテーションチームの課題（山田）、脳性麻痺児

における足圧中心からみた姿勢制御の動的特性（豊田）、ランチョンセミナー：着用型随意運動介助型電気刺激装置の開発と今後

の展望 （村岡顧問）、ランチョンセミナー座長（千野） 

第5１回 日本理学療法学術大会 （5月27日-29日 札幌） 

6題 midvastusアプローチによるTKA術前後の大腿骨脛骨角変化が膝屈曲可動域の推移に及ぼす影響について(谷口）、人工膝関

節置換術閉創後の腫脹の要因と膝関節屈曲可動域に与える影響について（武藤）、人工股関節置換術後の静的立位姿勢制御の

変化―前外側進入と後側方進入の比較―(笹井）、胸腔内陰圧呼吸における骨盤底筋群の変化(瀬戸）、脳性麻痺児の足圧中心

動揺からみた立位姿勢の調整能力（豊田）、デイケア利用者の幸福度・健康度の現状とその関連因子（荒尾） 

第50回 日本作業療法学会 （6月19～21日 神戸）  

3題 重度高次脳機能障害者の社会参加に向けた取り組み― 作業能力評価とケース会議を通じて作業所の通所が可能になった

一症例―（平野）、「車いすレストランマップ」の作成に関する経過報告（高尾優）、急性期内科病棟における院内デイケアの取り組み

―機能的自立度評価表に反映されたその効果―（佐藤）、ナイトセミナー：重度障害者とその家族に対する福祉用具の活用と住宅

改修―地域包括ケアシステムの促進に向けたOTの取り組み― （岩谷） 

第1７回 日本言語聴覚学会 （6月26-27日 仙台） 

4題 コミュニケーション障害に対応するICT活用の現状と展望－八王子言語聴覚士ネットワークの取組み－（白波瀬）、地域言語聴

覚士団体による市民への普及啓発活動の取り組み～第7回八王子言語聴覚士ネットワーク市民公開講座開催を通して～、失語症

利用者の社会的役割獲得を目指す通所リハ（邨松(2)）、高次脳機能障害を有する人のself-awarenessの問題：主介護者への面接

調査に基づく修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチによる分析（能代） 

第31回 リハビリテーション工学カンファレンス （8月26-28日  高知） 

高通気高除圧性座・背クッションの開発 （石濱) 

第１７回 日本褥瘡学会 （９月２-３日 横浜） 

2020年東京オリンピック・パラリンピック支援企画「障害者スポーツ選手から重度障害者へのシー

ティング」にシンポジスト:串田真紀、岩谷清一。5題 体動によりポケットを形成した認知症患者への

対応（永峯）、体動によりポケットを形成した認知症患者への対応（横山）、コラーゲンペプチド含有

飲料摂取による高齢者ドライスキン改善についての検討（野本）、栄養投与計画表を用いてTPNから経管栄養への移行に成功し，褥

瘡治癒につながった一例（田邉）、両膝重度拘縮と左半側空間無視を呈した症例の姿勢管理（諸江） 

第22回 日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会  （9月23-24日 新潟） 

地産地消を目指した多職種による新しい食支援活動−「いただきますの会」調理実習会からの分析と課題−、口腔運動機能維持改善

のための舌トレーニング器具の開発 −第１報 （石山(2)） 

第58回 全日本病院学会 （10月8－9日 熊本） 

20題 （加塩(2)、斉藤あ、宮越、秋庭、佐々木里、大橋聖、藤江、一戸、舛田、成田、冨士井、荒尾、笹井、井上隼、能代、望月

瞳、大塚、湯浅、斉藤梓） 委員会企画「平成28 年度診療報酬改定後の動向」「熊本地震における全日病災害対策本部・AMAT 

の対応を検証する」（いずれも講師：安藤） 

第32回 日本義肢装具学会 （10月15-１６日 札幌） 

腕保持用装具PSBを活用した片麻痺上肢への運動学習を踏まえた機能回復訓練（淺井顧問） 

第2４回 日本慢性期医療学会 （10月27-28日 金沢） 

17題 （深沢、柳川、宮武、佐々木絢、鈴木章、田井、石濱、岡部、加納、池田、六反園、寺島、鈴木敬、ピネダ、立川毅、原島朗、

柴田）シンポジウム「その人らしい暮らしを支える多職種協働」（安藝）、座長：安藤 他 

リハビリテーション・ケア合同研究大会201６ （10月27－29日 つくば） 

6題 （井出、高尾恵、漆戸、石川愛、三宅、野長瀬高）、座長：安藤、江村、袴田、田邉 

第11回 医療の質・安全学会学術集会  （11月19－20日 幕張） 

虐待の目チェックリストを活用した医療の質向上への取り組み （佐藤れ） 

第4回 日本慢性期リハビリテーション学会 （2017年3月18－19日 横浜） 

11題  (吉野、木野田、荒尾、富沢、江村、鈴木雄、谷戸、林こ、伊計、立川典、肥塚） 優秀演題表彰：「相談支援にて1回の短期

家族療法アプローチで通所拒否等の問題行動が解消された高次脳機能障害の一例」（江村）、シンポジウム「認知症リハビリテーショ

ンとは」（三宅）、 座長：飯田、野本、福井 

第12回 東京都病院学会 （2017年2月26日 東京） 

25題 （関、安藝、深松、幸繁、井出、佐藤雅、池上、山崎、金井、伊藤悠、鈴木詳、大場、戸田、齊藤梓、岡部、金江、渡邉、石

濱(2)、久尾、吉野、高澤、勝俣、三宅、星本） シンポジウム「地域医療構想にどう対応するか」(安藤）、委員会企画「地域包括ケア

における高齢者救急を考える」（益子）、「慢性期医療の未来像」（飯田）、座長：安藝、切手、野田頭、田野倉 

看護師とコメディカルのためのFIM講習会 
基礎編・応用編  (NPO法人東京多摩リハビリ・ネット）  

公的助成研究 平成28年度障害者自立支援機器等開発促進事業（テクノエイド協会）「高通気性・高除圧性座・背

クッションの開発」（石濱）、平成28年度厚生労働省老人保健健康増進事業「介護保険施設等における寝たきりゼロのた

めのリハビリテーションの在り方に関する調査研究」（日本作業療法士協会受託）分担研究（岩谷） 

現代リハビリテーション医学 第4版（金原出版）        

監）千野直一      平成29年6月出版予定 

編）椿原彰夫、才藤栄一、出江紳一、道免和久 

論文・書籍 
益子邦洋, 朽方規喜. 外傷外科の特殊性と専門性. 臨床外科, 71(11), 122-127, 2016.  

益子邦洋, 関裕, 他. 大都市圏の救急医療体制の構築—八王子市医師会の取り組み. 病院, 75(10), 759-765, 2016.  

岩谷清一, 福井正樹,他. 重度脳卒中者とその家族に対する福祉用具の活用と住宅改修.作業療法ジャーナル, 50(4), 

322-328, 2016.  

荒尾雅文, 袴田真幸. デイケアにおける終了を考える. 地域リハ, 11(9), 597-604, 2016. 

木野田典保, 石濱裕規, 他. 地域を支える地域ケア会議におけるリハ専門職の位置づけとかかわり方. 地域リハ, 11

(6), 378-384, 2016.  

石濱裕規, 斉藤健一, 他. 医療と介護の双方向連携に関する多摩地域調査結果と全国調査値との比較検討. 東京都医師

会雑誌, 69(7), 41-48, 2016. 

瀬戸景子, 排尿機能障害(尿失禁)と理学療法 <理学療法MOOK>20 ウィメンズヘルスと理学療法、三輪書店, 2016 


